
事業の背景・目的

令和３年度原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業

周辺地域と連携した甑島地域の観光活性化に係る調査事業－報告書（概要版）－

推進体制

薩摩川内市では、甑島の観光を柱とした地域振興を図るため、「第２次甑島ツーリズムビジョン」を策定し、「甑島ツーリズ
ム推進協議会」（平成 27 年度設立）において、甑島地域の観光地づくり、ガイド研修や、観光関連業者の情報交換などを積
極的に実施、また令和２年８月には甑大橋が完成し、観光の起爆剤として期待が寄せられている。
このような中で、令和２年以降のコロナ禍においては、大々的な誘客施策を控えざるを得なかったことや観光関連事業者の担
い手不足、高齢化、観光地として定着しない等の課題を抱えている。
一方、甑島へのアクセスは、薩摩川内市及びいちき串木野市（以下、「両市」という。」からの航路があり、いちき串木野市
においても、英国留学生記念館のＰＲや様々な体験プログラムの事業者育成など、新たなファンづくりに注力しており、関係
機関との連携を強化することによって広域観光の活性化を推進していくことが求められている。
そのために、九州経済産業局では、両市の連携による、ポスト/ｗｉｔｈコロナも踏まえた広域観光モデルの開発、地域の魅
力を強化・発信する取組を支援するとともに、観光関係者の課題を解決し、民間主導で持続可能な地域で稼げる観光を構築す
るために必要な調査事業を実施するものである。
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実施内容

（１）観光動向に関する現状の調査分析

（２）活動方針・計画及び戦略方針の策定

コロナ禍の影響により来訪者が激減し、回復の
見込みが見えない現状に対する危機感や不安が
募っている状況。一方で、感染症の拡大防止の
ための移動・行動制限がある中でも、現状の打
破に向けて前に進もうとする事業者は各々の特
徴を活かす活動に取り組んでいる。

↓
統一的な活動目標・計画の策定に先立ち、改め
て島内事業者の活動状況を把握して方向性を検
討することが求められる。

協議会（8/30、10/1）承認の下、以下の検討会及びトライアルを実施し、次年度以降の方針案を策定・提案。



（３）プロモーションの計画・実施



今後の方向性等

●成果指標

◇ 基本方針：R3年度活動の深度化と拡大 ◇ 島・2市本土連携具体化に向けた活動推進
◇ 事業者主体の活動テーマ、商品化検討件数

●内容活動

今年度活動で起動した島内事業者主体の新たな活動の芽吹きを基盤に、島内事業者、本土事業者を更に巻き込
み、活動を拡大する

R3年度活動、トライアル結果を検証
し､今後の活動の方向性を抽出

行政主導から民間主体の活動への移行を目指し、意欲的事業者グループの「小さな成功体験」を積み上げ
ながら、島内事業者のさらなる巻込み、本土事業者との連携の拡大に取り組む。

島内事業者の更なる巻き込み、両市本土側事業者
との連携拡大で、広域連携の体制を構築
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広域連携による「新しい甑の楽しみ方」の創造に取り組み、広域観光モデルルートに落と
し込むと共に、「稼ぐ仕組みづくり」を検討する
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●全体方針
本広域連携事業を契機に、行政主導から民間発案の主体的活動を起動し、島内事業者間の関係強化と両市本土
事業者との連携によって、「新しい甑の楽しみ方（=付加価値）」を創造し、”稼げる観光” 実現を目指す。

事業者主体の活動で
「新しい甑の楽しみ方」

を創造

広域連携だからこその
付加価値づくりと

「稼げる観光」を実現

薩摩川内市・いちき串木野市／両市観光関係団体
バックアップ バックアップ

●取り組み体制


